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本学の共通教育センターは文京キャンパスに閉じた組織
ですが、前号で鈴木センター長がふれられたように、セン
ターのプロジェクトが今年度の 「特色GP」 に採択され、
全国的にも注目されています。「共通教育」は現在では全国
的に広く使われている言葉ですが、本学では1999年にス
ター トした大学 ・教育改革の1つの結果として、文京キャ
ンパスで使われてきました。2003年の医学部との統合、
2004年の法人化を経て、当時を振り返ることにより、今
後の福井大学の教育とその体制について思い巡らせたいと
思います。
現在の共通教育は、1997年に新学長(児 嶋学長)の元
で始まった大学改革の検討のなかで 「一般教育」の枠組み
についても検討され、「パンキョウ」の発展的解消と副専攻
を含む新しい 「共通教育」の枠組みとなったものです。こ
れは、もちろん、大学審議会の答申を受けて1991年に大
学設置基準の大綱化が実施されたことを受けています。こ
れは、一般教育と専門教育の区分を廃止し、一般教育内の
一般(人文 ・社会 ・自然)、外国語、保健体育の科目区分を
廃止 し、4年間の学士教育を自由に編制することができる
ようにするのが目的だったと言われています。しかし、こ
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れを受けて多くの大学で教養教育組織の解体が行われ、組
織や体制を学部に分散し 「全学出動方式」と呼ばれる共通
教育体制などに移行しました。本学では、当時はともかく
今から見ると大きな変化はありませんでした。目立った変
化は、専門科目では演習の2単位化、一般教育では外国語
科目などの2単位化と科目の配置変更、一般教育の枠組み
にあった工学部向けの数学や物理、化学などの基礎系科目
を応用数学などの学部の専門科目と合せて 「専門基礎教育
科目」として設置、などで、担当組織はほぼ従来のままで
した。1999年の改革では、これに比較すると大きな変化
がありました。
1995年度末から始まった 「学域」改組検討が1997年
3月に挫折し、1997年5月から大学改革の検討が再出発し
ました。その中で、「専門基礎科目」担当の教員をはじめ
12人分のポストを教育学部から工学部へ移籍し、数学や物
理 ・化学の基礎系科目を工学部教員が担当するという、福
井大学の歴史の中でも極めて大きな変化が生じました。教
育学部が教育地域科学部に改組 ・改称し、工学部が7学科
体制を再編 して8学科体制になったのもそれを受けた結果
です。現在の工学部の専門基礎科目の構成と担当体制の基
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礎はそのときに作られました。そして、それらを背景に
「一般教育」を 「共通教育」に改称すると共に、その運営と
維持 ・発展のために 「共通教育センター」が設置されまし
た。導入教育として 「大学教育入門セミナー」を開設し、
コンピュータリテラシ教育のための 「情報処理基礎」が設
置されました。「共通教養科目」の担当については 「全学出
動方式」とし、それまで教育学部の教員が担当していたの
を、全教養科目170科目余りの約1/4程度の科目ですが工
学部教員が開講することになりました。それまでも数人の
工学部教員が教養科目を担当していましたが、それは教育
学部からの依頼で、学内非常勤の位置付けで開講していた
のです。私はこの意義は非常に大きかったと思っています。
何よりも、一般教育、教養教育、さらに教育そのものに関
心をもつ工学部教員が増えてきたことは、その後の工学部
における教育改革の原動力になってきていると思うからで
す。
1999年の 「一般教育」改革において、教養教育につい
てはいくつかの大きな変化がありました。「副専攻」の設置
もそうですが、私は次の2つのことが重要な変化であった
と考えています。1つは 「教養教育」の制度的な保証をす
る時間割編制で、他の1つは 「教養教育」の概念を大きく
広げた 「専門教育 ・副専攻科目」いわゆるB群の設置です。
まず、前者についてです。以前は 「一般教養」の時間帯と
して週4コマが2年次までの時間割に取られていましたが、
2年次には学部の専門科目が同じ時間帯に割り当てられて
いることがかなりありました。時間割上も 「消化科目」の
ような位置付けがされていたのです。教養科目は低学年だ
けではなく高学年にも、いや、高学年にこそ必要である、
という主張は昔からありましたし、故神野学長も言ってお
られました。しかし、制度的裏付けがありませんで した。
現在の 「共通教養 ・副専攻科目」は、3年次までを対象と
して開講し、週3コマに減らし、そして、重要なことは学
部の専門科目をこの時間帯で開講することは原則禁止する、
という方針となっていることです。後者のB群については
あまりこ存知ない方もおられるかもしれませんが、これは
各学科 ・課程で開講されている専門科目の一部を教養科目
として位置付けるもので、「自分の専門とする以外の科目は
基本的には教養科目である」という教養概念の拡張が図ら
れているのです。本学の共通教育における教養科目は 「教
養教育 ・副専攻科目」と称 しており、社会 ・人間 ・文化 ・
技術 ・自然の5分野からなる 「共通教養 ・副専攻科目(A
群)」とこの 「専門教育 ・副専攻科目(B群)」からなりま
す。現在、センターでも、この科目群の整備 ・発展にあま
り力が入れられていないようにみえるのは、個人的には残
念に思っています。多くの先生方が、自分の担当科目をこ
のB群科目に開放されることを期待しています。
ところで、私は 「教養」についてかなりかなり偏った意
見を持っています。学士教育で行う 「専門科目」は、たぶ
ん、すべて 「教養」です。じっさい、「大綱化」の答申の中
でもそして今でも至る所で、「高度な専門」は大学院で、な
どと言われており、MCDCの課程教育の充実をはかる提言
がなされています。一般論としては私はそれは否定しませ
んし、賛成です。しかし、たとえば現在の大学院前期課程
の教育科目は 「専門科目」かというと首をかしげます。だ
から大学院の教育改革を、というのも分るのですが、学士
教育の延長のような気がするのも事実です。
工学部のある委員会で大学院教育について議論していた
とき、ある教授(工学部の実力派教授です)が、本当の専
門は研究室のゼミでやっている、と発言されたのが印象に
残っています。私も同じ印象を持っているからです。その
ような 「専門」は何だろうか、と考えてしまいます。「専門」
を辞書に当ると 「特定の分野をもっぱら研究 ・担当するこ
と。」(広辞苑)とありますから、問題は 「専門分野」は何
か、ということでしょう。私は、尋ねられると 「専門分野」
は 「情報科学」ということにしていますが、情報科学は非
常に広い分野で、実際には、その中でもこく狭い分野で特
定の技術についてのみ対象としていますから、ときどき
「エクセルで使い方が分らない」といって質問されて答えら
れないと、情報科学の専門家がなんだ、という顔をされて
しまいます。学生たちの就職戦線も大きく様変わりしてお
り、即戦力、が要求されます。情報系ならたとえばマイク
ロソフ トの技能検定です。私が就職担当をしていたとき、
当時私が担当していた 「専門」科目の 「離散数学」の科目
を不合格になった学生との対話です。
私:君 は授業に出ていたのは始めのうちだけやね
学生:良く分からないし、面白くなかったんです
私:他 の授業はどうなの?
学生:・ ・… 。 先生、離散数学は役立ちますか
私:情 報科学の基本や
学生:情報科学てどんなんですか
私:た とえばプール代数なんかや
学生:プール代数て何に使うのですか
私:回 路設計なんかの基本や
学生:回路設計してどうするんですか
私:コ ンピュータを作るんや
学生:僕 はコンピュータを作る会社に就職できるんです
か
私
「専門」というのは、こういう文脈で考えると、個人の
動機、仕事、あるいは問題意識に強く関わる問題ではない
か、と思います。自分で作って行くものではないか、と思
うのです。研究を主体とする教員から見ると 「専門」は研
究室のゼミだし、学生を採用する側からいうと会社で必要
とする技能や能力です。それ以外のものは、すべて 「教養」
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ではないかと思うのです。「専門」は個人ことに、時間とと
もに変遷しているのです。物理学者のファインマンのよう
な多才な多様な能力の持ち主は、多くの 「専門」をもって
います。知 り合いの文学の先生は平安時代の 「日本文学」
を専門としていましたが、医科大学に赴任されて学生に何
を教えるか考えた挙げ句 「森鴎外」を選び、鴎外論の専門
家になりました。実際、大学で身につけることのできる知
識や技能は、非常に限られたものです。私は学生時代は
「物理」を 「専門」としていました。大学病院に勤めていた
ときは 「医療情報」を専門としていました。しかし、今で
は、当時得た知識や技能は、私の貴重な 「教養」です。「基
礎」と 「専門」の議論は、工学部では非常に長い歴史があ
りますが 「教養」と 「専門」も同様です。私は 「基礎」は
「教養」とほぼ同義ではないかと思っています。「情報科学」
を 「専門」として卒業 してもスーパーの営業に就職する学
生もいるし、「機械工学」を 「専門」としてIT企業を起業す
る学生もいます。そのような 「専門」性は多様な 「教養」
に支えられているのではないか。もちろん、教員養成を目
標とする教育地域科学部や医師 ・看護師養成を主たる目標
とする医学部における教養教育と専門教育の関係は、工学
部とは大きく異なった問題と課題をもっていることも承知
していますが、多様な進路や振舞いを保証するのは 「教養」
でしょう。
日本の大学は、 ドイツ型の研究中心から出発し、アメリ
力型のリベラルアーツ中心の形態に移行 してきていると言
われます。その中で、教養教育担当組織はさまざまな問題
を抱えてきました。本学でも、独自の教養担当組織はなか
ったのですが、それでも多くの問題を抱えていました。こ
れは大学全体の歪みの問題でもあります。これらの問題が、
この10年余りの改革の中でどこまで解決できたのか分りま
せんが、法人化され、独自の行動が取れるようになった現
在、大きな転換点を迎えています。非常に厳しい財政事情
だけが強調されるなか、大学の原点に立ち戻った議論と方
針の設定が、将来の展望には欠かせないと思います。ある
委員会で質問したとき 「基本的な方針は、中期目標 ・計画
に具体化してある」という主旨の回答があったのは非常に
驚きましたが、福井大学の理念、教育理念を掲げ、それを
具体化して行く作業は、とりわけ法人化され、独立した現
状では、急務だと思います。共通教育センターでは、現セ
ンター長の尽力でかなり明確なものができつつあります。
福井大学の教育が更に発展することを祈念しています。
4 Center for Interdisciplinary Studies,University of Fukui
